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海馬 CA3 スライスで計測された実データを用いて確かめた.その結果，時間領域では 114 個中 34 個
(約 30%) のニューロンが瞬時混合条件を満たしていなかったが，ウェープレット変換後はほとんど
のニューロン (114 個中 110 個)が瞬時混合条件を満たすようになった.次に，時間周波数領域に変
換した観測信号を，複素数に拡張した ICA を用いて分離しスパイク弁別を行う手法を示したそし





























通常のノイズ強度の下では， 2 個のニューロンが同時発火したときに， 80% 以上の確率で正しく分
離したしかしながら，ノイズの増大や原信号数の増加に従って分離の精度は下降した.また，重畳


























第 2 章では、まず、これまで提案されてきたパターン認識技術や ICA に基づくスパイク弁
別手法について研究の現状および問題点について述べている。さらに実験データにおいて瞬
時混合条件が満たされない例が多く存在することを明らかにすると共に、これがニューロン
の時空間的な興奮電気活動に由来することをシミュレーションで示した。
第 3 章では、まず、多重記録されたニューロン活動時系列を複素ウェーブレットを用いた
時間周波数変換することにより、観測過程が瞬時混合条件を満たすようになることを示して
いる。さらにスパイクの生起時刻のみが推定対象であることを利用して、特定の周波数につ
いて複素 ICA を行う弁別手法を開発し、シミュレーションおよび、実データを用いてその有効
性を確かめている。これは時空間混合性を有する観測過程への実際的な対処法を確立したも
のであり高く評価できる。
第4章では、過完備条件下におけるスパイク弁別を行うために、パターン認識法による混
合行列の推定と事後確率最大化推定を組み合わせた手法を提案している。さらにそれを拡張
し、ノイズ存在下での弁別を可能としている。また、シミュレーションによりその弁別特性
を系統的に調べ適用範囲を明確化すると共に、実データへの適用により従来法に対する優位
性を明らかにしている。これらの知見により提案手法の一般性が高いことが示されており、
高く評価できる。
第 5 章は結論である。
以上要するに本論文は、時空間混合過程を経て多重記録されたニューロン活動に対する一
般的弁別手法を提案すると共にその有効性を検討したものであり、応用情報科学ならびに神
経工学の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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